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1巻 10号                                                                              2016 年 11月 25日 

THE 
 NMUN KOBE TIMES 

 
模擬国連世界大会２日目迎え 

各国代表による活発な議論が進む 

  寒空の下、11 月 24 日の神戸コンベンション

センターでは模擬国連世界大会（NMUN）の白熱

した三つのセッション（II-IV）が行われた。世界各

地から参加した 330 人の代表たちは、前日に採

択された議題についてのワーキング・ペーパーを

仕上げるために議論と交渉に真剣に取り組ん

だ。代表者たちは似た考えを持つ代表者たちとワ

ーキング・ペーパーを提出するためにワーキン

グ・グループを作った。ワーキング・ペーパーは議

長に提出され、採択されたときに決議草案とな

る。この日は 26 日までの４日間にわたる会議の

中で最長の日となった。代表の中には、存在感を

示そうと主導権を取る者もいれば、自分たちの目

標に少しずつ近づけようと努力する者もいた。 
 
国連総会（GA） 

セッション II は公式協議でのレバノン代表のス

ピーチによって始まった。レバノンは信頼情勢と

武装解除、武器原料の保護を目指していると彼

は主張した。さらにレバノンは中東非大量破壊兵

器地帯をほかの中東諸国と協力して創設しようと

していると主張した。 

  レバノンに続き、イラン、オーストラリア、モルド

バ、ガーナ、アメリカ、ブルキナファソ、スイスの８

カ国が自国の立場を表すためのスピーチをした。

代表たちは他国と協力し、共に活動するために

お互いの注意を引くよう努力した。たとえばメキシ

コは、核拡散防止条約のラテンアメリカ地域での

採択を支持し、他国の協力を求めた。モルドバも

同じく、国際原子力機関（IAEA）との協調に向け

て協力を求めた。米国は「原子爆弾が 70 年前、

世界を変えた」という言葉でスピーチをはじめ、他

国にこの問題について議論するよう求めた。 

（2 頁に続く） 
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（1 頁から続く） 

 
  米国はインド、レバノン、アフガニスタン、英国と協力し、その他の

国々と情報共有をしたいと述べた。ほかにも二つの非公式協議が行

われ、代表たちは考えを共有し、問題を議論した。意見が合わない

と思えば、グループを変える代表もいた。 

  午後のセッション III では、代表たちは自分たちの目標を達成す

るためにたくさんのワーキング・グループを作ったが、議長は冒頭、

実際の国連会議のように 決議草案は最終的に一つとすることを勧めた。ワーキ

ング・グループも一つにする方が望ましいと述べた。議長の考えを尊重し、続いて登壇した代表たちは、ワ

ーキング・ペーパー作成の中心となっている国々に自分のグループに参加し、より大きなグループの中で

交渉するよう求めた。 

  最大のグループは、最も包括的な意見を持っていた EU と、非大量破壊兵器地帯を提案した中東グル

ープ、核エネルギーと軍縮、平和構築計画の実施の三つの分野に関する意識の向上と教育を提案し、ア

ルゼンチン、アンゴラ、韓国によって支援されているベネズエラグループ、さらにラテンアメリカ、南アジア、

アフリカの国々からなるグループだった。 

  核拡散防止条約（NPT）に賛成しない国もあった。というのも、中国、フランス、ロシア、イギリス、アメリカ

の 5 常任理事国のみが核兵器を所有できることを受け入れられないか

らである。しかし、セッション IV でスピーチをした国のほとんどは NPT

に賛成した。常任理事国は彼らだけのワーキング・グループを作った。

常任理事国同士が協力し合うことで、非国家主体が国際的に脅威とな

らないよう、大量破壊兵器に関するより厳しい協定を阻止しようとした

のである。ギリシャもまた NPT に賛同し、他の代表たちにギリシャのワ

ーキング・グループに参加するように呼びかけた。米国もそのグルー

プに加わった。核物質の平和利用を容認する国もあった。フィンラン

ドは二酸化炭素を減らすために平和利用を提案した。夜までに八つ

のワーキング・ペーパーが議長に提出された。 
 

      国連難民高等弁務官（UNHCR） 

  午前中のセッション II はアイルランド、スウェーデン、韓国、そしてガーナのスピーチによって幕を開け

た。その後会議はコンゴ民主共和国のモーションによって 60 分間中断され、同じ考えを持つ国々とワーキ

ング・グループを作る作業が行われた。 

続く公式協議では、イタリアは医療制度に焦点を当てた。健康は子どもの精神的、身体的成長に必要不

可欠であるからだ。インドは「我が国では子どもの保護が行き届いない。もし子どもたちが精神医療と教育を

受けることができれば、彼らは国際社会に参加しやすくなるだろう」と主張した。 

  3 度目の公式協議では、スピーチをした四カ国すべてが、国際問題である難民について言及した。米

国は、「我々は国際社会としてこの問題を解決できるだろう。そのためにも、国際的に協力し合う必要があ

る」と主張した。このセッションの最後の公式協議で、すべての国がこの問題を解決するカギは教育であると

した。  

  UNHCR の代表たちは主に、難民の子どもたちの教育について重要性と必要性を主張した。加えて、紛

争によって引き離された子どもたちをどのように家族のもとに戻し、どのようなケアが必要であるかを議論し

た。すべての代表たちは議論と交渉を通し、ワーキング・グループのメンバーと協力した。フランスの代表は

保護の観点から、難民キャンプにおける様々な犯罪を挙げた。難民キャンプでは、子どもと大人を対象に、

誘拐、強姦、性差を理由とする暴力、軍隊への兵員募集などが行なわれている。彼女は子ども兵を禁止す

べきだと主張し、ユニセフによる「こどもは兵士じゃない」キャンペーンを兵員募集や紛争における子どもの

利用を防ぐのに役立つ成功例であると述べた。 

                                                        （3 頁へ続く） 
1 巻 10 号翻訳者 北岡直樹（ICC 翻訳クラス） 
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（3 頁から続く） 

 
  コスタリカ共和国の代表は、難民の子どもたちが置かれた

状況を改善する最善策は、彼らに教育を与えるだけではな

く、子ども兵士の問題について教師を教育する必要があると

した。学校の増築は必ずしも問題解決にはつながらない

が、良い教師は子供たちの需要を満たし、さらに健康管理

にも貢献できるだろうという。それが問題解決の方法だとコ

スタリカ代表は述べた。 
 
安全保障理事会（SC） 

午前中のセッションは国連経済社会理事会（ECOSOC）

の韓国代表のスピーチから始まった。というのも、この会議の議題は安全

保障理事会のメンバー国以外にも関連があるからだ。韓国は朝鮮民主主義人民共和国（北

朝鮮）と近隣関係にあり、同国に対し、恐怖心を抱いている。韓国代表は、国際社会に対し、いま状況は

重要な分岐点に差し掛かっていると主張した。同代表はさらに、北朝鮮は大量破壊兵器の研究を行い、

自国の国民を困窮に陥れているので、制裁を加えることを要求した。会議中、米国とロシア、ニュージーラ

ンド、ウルグアイ、中国は北朝鮮の状況を議論する 6 カ国協議開催の重要性を示

した。また、ベネズエラはウクライナやイギリスが協力する 2017 年北朝鮮再建

安全保障計画を紹介した。何度か公式協議が行われたあと、アンゴラはその計

画に肯定的であると主張した。ほとんどのスピーチは朝鮮民主主義共和国に対

する立場によって三つ内容に分かれた。 

  午後のセッション III では英国は中国、ロシア、エジプト、そしてウクライナと

行動を共にした。アンゴラは 2017 年北朝鮮再建安全保障計画を国際平和と地

域の安全保障のための強固な、かつ公平な対話を生み出すために実現させた

いと主張した。ロシアは北朝鮮の制裁には賛成しないと述べた。夜のセッション

IV までに六つのワーキング・ペーパーが議長に提出された。ニュージーランド

は、北朝鮮に対して制裁を加えることを目的に 8 カ国協議を開催し、北朝鮮を議論に復活させ、北朝鮮

国民に人道的援助を施す道を開くとした。米国は公式協議のスピーチで、６カ国にマレーシア、モンゴリア

を加えた八者協議についてのワーキング・ペーパーA と地域対話についてのワーキング・ペーパーB がう

まく一本化されたと述べた。それはその後、決議草案として提出された。    
 

経済社会協議会（ECOSOC） 

午前のセッションは点呼で始まった。チリのスピーチで始まり、11 カ国が三つの公式協議でスピーチを

行った。チリは回復力ある社会を作る重要性を説明し、教育施設のインフラを整える必要性を示した。そ

の後パナマ共和国による中断を求めるモーションが可決され、代表たちは 60 分間、ワーキング・グルー

プを作るのに費やした。公式協議はブラジルのスピーチで再開された。ナイジェリアは国民に焦点を当

て、ペルー共和国、アルゼンチン、パナマ共和国のワーキング・グループに加わり、主に教育問題に取り

組んだ。南アフリカ代表は、「緒方貞子さんの昨日のメッセージにあったように、地球的に考え、地域的に

実践しよう」述べた。彼女はさらに、「教育は世界を変えるもっとも強い武器である」というネルソン・マンデラ

の言葉を引用し、政府に未来への投資を求め、子どもたちは取り残されてはならないと言った。 

 午後のセッション IV では、代表たちは、ワーキング・ペーパーを強固な内容とすることに取り組んだ。ワ

ーキング・グループは、インフラ、教育、防災、ジェンダーの異なるテーマに取り組む四つのグループに分

けられた。例えば中国は、防災のためには情報の共有が重要だとし、データベースの必要性を訴えた。実

際、２１カ国がこのアイデアに賛成し、木曜日に提出されたワーキング・ペーパーの中で最も支持を集め

た。その後、白熱した議論は午後 10 時まで続いた。 

                                                       （４頁に続く） 
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（3 頁から続く） 
 
 セッションはオーストラリアのスピーチで始まった。オーストラリアは

教育、環境、そして女性問題についてほかの八つの国と共に取り組

んでいた。彼らはその目標を達成するためにほかの代表たちと協力

する意思を見せた。その後アフガニスタンが情報の欠如について警

告し、警告システムを最新化しなければ多くの国が深刻な打撃を受

けるだろうと説明した。その後その後アシスタンス通信技術訓練

（ACTT）と同国が呼ぶ各国の安全性のレベルをあらゆるレベルで

改善する計画の有効性を説明した。そして「情報を伝えることはとて

も大事なことだ。ACTT のようなプログラムで救える命はたくさんある。皆で協力しなけ

ればならない」と強調した。その後、60 分間の非公式協議に入り、代表はワーキング・ペーパーの作成に

力を注いだ。 

 続く公式協議はベルギーのスピーチで始まった。フランスは米

国、スイスなど多くの国と国際的な災害後精神回復プログラムに取

り組んだ。彼らは心的外傷後ストレス（PTSD）などの精神疾患を治

療するためのカウンセリングによって自然災害の被害者を助ける

重要性を示した。 

 様々なグループが、ワーキング・ペーパーを作成するため、二

大グループを含む、四つのワーキング・グループを作った。二大

グループの一つは教育と防災意識、ジェンダーの問題に焦点を

あてた。もう一つのグループは主に、インフラ、開かれた発展計

画、気候変動、そして情報通信技術（ICT）の問題に取り組んだ。 
 

国際的な高齢化問題への挑戦 
  

 神戸市外国語大学法経商コースの中嶋圭介准教授は、我々は今すぐ高齢化社会の問題に取り

組まなければならないと述べた。中嶋准教授は、24 日に開かれた NMUN に参加する教員向けの

講演で、我々は高齢化の予想値を真剣にとらえ、それを基に我々が取り組む対象を決めていかな

ければならないと強調した。中嶋准教授は「どの分野、地域、そして世代に焦点を当てるかを、決め

ることが我々の使命です」と述べた。年齢曲線の裏側に潜む二つの影響である、出生率の低下と長

寿化について説明した。 2005～2010 年における日本の出生率（女性一人当たり）は 1.3 で、世界

で最も低い。また高齢者の人口が世界でも最も大きい国でもある。この傾向はほかの先進国にも当

てはまる。 

 さらには、日本の誕生時の平均寿命は世界でもトップで、女性が 86 歳、男性が 80 歳となってい

る。それにドイツ、イタリア、スペイン、韓国が続いているが、これらの国々は伝統的家族制度と独特

の文化を有している。女性が社会で働くのは難しく、そのような社会では出生率が低くなる傾向があ

るのだと中嶋准教授は言う。 

 日本は現在、発展途上国に比べると非常に高い、1500 兆円に及ぶ資産を所有している。しか

し、出生率低下に伴い、労働者や納税者は減り、高齢者のための出費は増えるであろう。将来的に

は海外の投資家や移民、日本人労働者に仕事を斡旋する外部委託に頼ることになるかもしれない

と中嶋准教授は指摘する。協力を得るために発展途上国と新たな関係を築くことは大切である。と

いうのも、開かれた国際経済は、国境を越えて高齢者を支えることで若者が自らを助けることを可能

にするからである。 
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                                      インタビュー 
 

人と交渉する熱意に溢れて 

  「私は競争心が強い人間です」とアマンダ・ナッシュさんは笑う。彼女はこれ

までに 3 回模擬国連（MUN）に参加したことがある。彼女が模擬国連に参加し

続ける理由は、人を説得することと、ほかの国を代表することが好きだからだ。

さらに、人と交渉するために自分の考えを明確にすることで自分自身を知るこ

とができる、と言う。彼女は MUN のことを模擬国連の活動に関わっていた姉

から知った。米コネティカット州にあるニューヘヴン大学の四年生であるナッシ

ュさんは、 会議ごとに異なる議題について、異なる国を代表することが楽しいとい

う。模擬国連世界大会（NMUN）に参加するのは初めてで、これまでとは全く違う冒険であり学びの経験で

あると感じた。GA においてアフガニスタンを代表していることに加え、ナッシュさんはチームの他のメンバ

ーに助言を与える役も担っている。 「代表団長として、会議で賞をとれるようチームを引っ張りたい」と彼女

は言った。それも可能かもしれない。というのも、彼女のチームのメンバーは皆、過去に模擬国連に参加

し、経験を積んでいるからである。 
 
競争心を出すべきか、出さざるべきか 

  ナディーン・ギヴォヴィッチさんはチリのサンディアゴ大学の学生で、GA でエジ

プトを代表している。チリからの参加者は彼女のほかに 14 人だったが、彼女の大

学がチリ、そして中南米からの唯一の参加校である。ポジション・ペーパーのリサ

ーチと執筆は困難を極めた。なぜなら、ほとんどの情報がアラビア語で書かれて

おり、彼女には十分な知識がなかったからだ。彼女は自分とそのパートナーがほ

かの代表のように競争好きでなくてうれしかったと語った。この会議の目標は、競

争好きになることではなく、異なる人々や多様な文化を学ぶことだ。そのおかげで彼女

は会議中、自信を持つことができた。この会議の経験を通して学び続けるという、生涯の目標に向かって

動いている。 
 
普遍的アプローチの目標に近づけるために 

 アザーデ・エスター・カカヴァンドさんはドイツのエルフルト大学の学生で、

UNHCR でペルーを代表した。彼女は大学のゼミの一環で NMUN に参加した。

ゼミの期間中にいくつかの大会に参加したがこの大会が最後で最大の大会であ

った。 ドイツから遠く離れているため、NMUN への参加は必須ではなかった。し

かし、彼女は現在トルコのイスタンブールに留学中で、ドイツからと比べると近か

いので、カカヴァンドさんはこの機会に日本へ行ってみようと考え、参加した。最

初のセッションで自分が希望していた議題が設定され、ワーキング・グループ作り

が進む。彼女はできるだけ多くの国と協力して、議題の分野で普遍的アプローチを生み出したいと

考えている。 
 

新しい挑戦 

 ハワイ・パシフィック大学から来たアンドレア・ボイアスとシャロン・マクアラ

ンは ECOSOC のボツワナ代表で、今日と昨日の出来事を振り返った。スピ

ーチの後アンドレアは議長に謝意を示した。「スピーチをするのは初めて

で、とても緊張した。でも議長は常にアイデアを膨らませたり、いろいろな観

点からアイデアを得たりする手助けをしてくれた」とボイアスさんは言った。

マクアランさんは会議の目標について述べた。「私の専攻は生物学で議

題には関係ないが、科学を学ぶ者として政治と UN の任務について概観

しておくことは、人がどう扱われるべきかを理解するのに大切なことだった」と

言う。「だから人が適切に扱われるように努めたい」とマクアランさんは続けた。 
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阿部弘果 

 
  ジャズの発祥地、米ルイジアナ州ニューオーリンズは欧州やアフリカなどから

の様々な人種によって構成される民族の混在地であるから、彼らの文化が容易

に融合したであろうことは想像に難くない。ジャズはこの文化融合が生みだした

ものの一つで、アメリカ音楽の要素である讃美歌、労働歌、ゴスペル、ブルー

ス、そしてラグタイムとアフリカ音楽特有のドラム音を合わせたものである。 

  日本におけるジャズ発祥地については諸説ある。神戸であるとする説は、

1923年にプロのジャズバンドが神戸で結成され、日本で始めてのジャズコン

サートが開かれたことに由来する。そのため神戸ではジャズを楽しむ機会が

たくさんある。  

  北野坂には夕食とともにジャズの演奏を楽しめるレストランやバーがいくつかある。若者の

間でジャズを広めたいというオーナーの思いから、誰もが入りや

すい雰囲気が漂う店もある。三宮界隈には、ジャズをテーマに

したカフェもあり、スウィング音楽を聴きながらコーヒーが楽しめ

る。 

  「jam jam」もそのひとつで、元町駅近くのビルの地下にあ

る。店内はクラシックなインテリア装飾がなされている。店長

厳選のジャズがステレオスピーカーから大音量で流れてくる

のが、まるで生演奏を聞いているような気分にさせる。座席

はスピーカーの近くで音楽を楽しむ席と同伴者と会話を楽

しむ席に別れている。店のオーナーはジャズのディスクジョッキーで、

店内にある彼のレコードコレクションから選ばれた曲が流れている。 

  20代後半の女性のグループから、50代の中年男性、30代のカップル、ギターを背

負った若者まで、老若男女問わず、すべての世代の人がこの店を訪れ、ジャズを聞きながらのティータイ

ムを楽しんでいる。このカフェでは、コーヒーや紅茶、アルコ

ール類そしてジュースといった飲み物のほか、 ホットドッグや

サンドウィッチ、店員手作りのシフォンケーキなどの軽食も提

供している。またこの店の少し独特なものとして、トイレにゲス

トブックがあり、コメントが書けるようになっている。 

  アニメとジャズが好きな方には、アニメ「坂道のアポロン」

がおすすめだ。あらすじは、西見薫が父親の転勤で九州地

方の高校に転校し、そこでジャズバンドのドラマーである川

渕千太郎と出会う。薫は小学校からピアノを習っており、千

太郎に触発されジャズに魅せられていく。薫は人付き合いが下手であっ

たが、他人と一緒に音楽を奏でることを通して人とかかわることに楽しみを見出す。プロのバンドの

演奏によるパフォーマンスシーンは必見だ。  

Jam jam   電話: （078）331-0876   

住所: 650-0022 神戸市中央区元町通り 1-7-2 

ホームページ: http://www.jamjam-jazz-kobe.com/ 

ジャズ発祥の地としての神戸
 

To be Competitive or Not to Be 

Nadine Givovich is a student from Universidad Santiago de Chile, and she 
is a delegate of Egypt in the GA. She came with other 14 people from 
Chile, however her university is the only one participating from Chile 
and also from Latin America. She found it really difficult during the 
research and writing the position paper because most of the sources 
were written in Arabic, and she did not have enough knowledge. She was 
glad that she and her partner delegate are not so competitive as the 
other delegates; however, this conference’s goal is not about being 
competitive but to learn about different people and different cultures. 
Thus, she is becoming more confidence during the sessions. She is 
working for her life goals to keep learning through the experience of this 
convention. 
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塩谷広子 

 

神戸は兵庫県の南部に位置する県庁所在地だ。日本で６

番目に大きな都市である神戸には、見逃すのが惜しい、たく

さんの観光地がある。日本に来る観光客の中には温泉を目的

としている人がいる。驚くことに、神戸の有馬温泉は日本で最

古の温泉の一つで、新神戸駅から電車で 30分ほどの場所に

ある。有馬温泉は昔から皇族や貴族から愛されてきたので、

ほかの温泉と

比べると値段

が高いという人もいる。しかし、旅館に宿泊する必要がない

日帰り旅行では良心的な値段で楽しめる。 

旅館はホテルみたいな宿泊施設である一方で、伝統的で

あり、ホテルとの大きな違いは、サービスの質の違いが挙げ

られる。食事は宿泊客の部屋で提供され、宿のスタッフが小

まめに部屋を訪れるため、スタッフとの会話を楽しむことが

できる。また布団の支度までしてくれることも特徴である。 

温泉に入る際には守るべきルールがある。最も重要である

のは、刺青のある人は入浴できないことである。また、衣類

は一切身につけてはならず、浴槽に入る前に体を洗わなけ

ればならない。浴槽に飛び込んだり、潜ったりしてもいけな

い。タオルや石鹸類を浴槽につけてもいけない。泳ぐことも禁

止だ。入浴はリラックスするためのものである。水温は 40～43

度で、肌によいとされるミネラルを豊富に含んでいるので、温

泉から出た後にはシ

ャワーで流さないこと

をお勧めする。 

有馬温泉の近くに

ある六甲山も神戸に

いる間に行くべき場

所だ。六甲山は日本三大夜景の一つと認められ、「100万ドルの夜

景」と呼ばれている。六甲ケーブルを使えば往復 1000円でいくこと

ができる。 

秋季は六甲の近辺にある神戸植物園で紅葉を楽しめる。日本だ

けに育成する植物も見ることができる。入園料は無料で開園時間は

朝の９時から夕方の５時まで。 

神戸ではイルミネーションも行われており、12月上旬の「神戸ル

ミナリエ」は特筆すべきだろう。このイベントは 1995年 1月 17日に

起こった阪神淡路大震災の犠牲者を追悼するため、同年に始まったものである。 

 

  神戸で見るべきもの


